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 敷居が高い、難しくてわかりに

くいと思われがちな「能楽」（能・

狂言）ですが、鑑賞にあたって

ちょっとしたコツさえわかってい

れば、誰でも気軽に楽しむことができ

ます。 

 能楽は 700 年の歴史を持ち、現存

する世界最古の舞台芸術と言われて

います。ユネスコの無形文化遺産の第

一回（2001）に選出された世界中の

文化遺産のうちの一つであり、日本を

代表する伝統芸能です。日本の古典作

品を題材にしたミュージカルとも言

え、物語があり、多種多様な登場人物

がいます。神話や歴史上の有名な神・

人物のほか、名前もないような庶民も

出てきます。 

「能楽堂」は屋内に能舞台を有する

専門の劇場のことで、全国に 40 ほ

どあります。屋外の能舞台や、個人所

有、公共施設の能舞台をふくめれば

100 を超え、料金は、一般の公演で

も、2000 円から見ることができま

す。DVD やネット動画でも楽しむこ

とができますが、まずは能楽の空気に

直接触れてみるのが一番です。 

 特に、「日々の忙しい日常に疲れた」

「落ち着いたエンタメを堪能したい」

といった人には、能楽鑑賞はおすすめ

の趣味と言えます。 

★薬の通販★ 

 

ペ
ッ
ト
の
薬
を
通
販
で
購
入
で
き
る

サ
イ
ト
が
あ
り
ま
す
。
ペ
ッ
ト
の
体
調

が
悪
い
時
、
ど
う
し
て
も
病
院
に
連
れ

て
い
け
な
い
場
合
に
利
用
し
て
い
る
人

も
い
る
よ
う
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
違
法
で

は
な
く
、
例
え
ば
、
有
名
な
『
ぽ
ち
た
ま

薬
局
』
『
ペ
ッ
ト
く
す
り
』
と
い
っ
た 

大
手
サ
イ
ト
は
、
初
心
者
に
と
っ
て
利

用
し
や
す
く
、
安
全
性
や
信
頼
性
が
高

い
と
い
う
口
コ
ミ
が
多
々
あ
る
よ
う
で

す
。
こ
の
他
に
も
複
数
の
サ
イ
ト
が
あ

り
ま
す
が
、
品
揃
え
や
そ
れ
ぞ
れ
の
薬

の
効
果
に
加
え
、
安
全
性
も
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
し
ょ
う
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
①
「
所
在

地
が
公
開
さ
れ
て
い
る
か
」、
②
「
ク
レ

ジ
ッ
ト
決
済
が
で
き
る
か
」
、
③
「
値

段
設
定
が
適
切
か
」
、
④
「
サ
イ
ト
運

営
者
の
顔
が
見
え
る
か
」
な
ど
で
す
。 

★定期券代を節約★ 

 

 

通
勤
・
通
学
で
使
う
電
車
や
バ
ス
の
定

期
券
は
、
毎
日
使
う
も
の
で
す
か
ら
節
約

の
効
果
は
大
き
い
で
す
。
利
用
期
間
に
は

１
ヶ
月
・
３
ヶ
月
・
６
ヶ
月
の
３
種
類

が
あ
り
、
期
間
が
長
い
ほ
ど
割
引
率
が

高
く
な
り
ま
す
。「
失
く
す
の
が
恐
い
」

「
転
勤
が
あ
る
と
無
駄
に
な
る
か
も
」

と
短
め
を
購
入
す
る
方
が
多
い
で
す
が
、

ほ
と
ん
ど
の
鉄
道
会
社
で
は
手
数
料
を
払

う
こ
と
で
再
発
行
や
払
い
戻
し
を
し
て
く

れ
ま
す
か
ら
、
ぜ
ひ
検
討
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
区
間
に
よ
っ
て
は
、
Ａ
駅
か
ら

Ｃ
駅
に
行
く
な
ら
Ａ
駅
↓
Ｂ
駅
↓
Ｃ
駅
と

分
割
し
て
買
う
こ
と
で
安
く
な
る
場
合

も
。
さ
ら
に
、
乗
る
回
数
を
考
え
れ
ば
、
定

期
券
よ
り
回
数
券
が
お
得
と
い
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
定
期
券
購
入
時
は
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
も
活
用
し
ま
し
ょ
う
。 

 

能楽鑑賞 

ペットと暮らそう♪ 



から 

まで 

～ 二の腕を細く見せる ～ 

 二の腕は体操やマッサージで細くするという方

法が多々ありますが、まずは、洋服や姿勢ですっき

り見えるよう意識するだけでも効果的です。 

 洋服は、腕に密着するようなサイズ・デザインの

袖ではなく、ボリュームのあるフレアな袖のブラウ

スが良いです。大きなサイズの服を着ると全身が

太って見えてしまうので、袖だけボリュームのある

トップスを選ぶことが大事です。 

 また、二の腕をすっきり見せるためには、正しい

姿勢で過ごすことが非常に重要です。背筋を伸ばす

ことを意識すると、二の腕だけではなく全身のスタ

イルにも良い影響があります。ポイントは、肩の位

置と重心と骨盤です。まずは肩を広げ、胸を張るよ

うにして背筋を伸ばし、骨盤を前に倒します。立っ

た時の重心は、足の裏全体ではなくつま先の内側を

意識します。また、肩は体に平行にするのではなく

少し後ろへ引っ張るようにして力を抜きましょう。

お尻をあげるようにして骨盤を前に倒し、肘を肩に

垂直に伸ばすことも大切です。 

 

 

  

 結婚式・披露宴や法事・法要など、冠婚葬祭におい

て招待状や案内状をいただくということがありま

す。仏事では、身内の場合は電話連絡やメールで出欠

を伝えても失礼には当たりませんが、友人・知人で

あった故人の遺族から法事・法要に招待されたとき

は、所定の方法できちんと返信しましょう。施主は 

出欠を確認して料理や引き出物の手配を行うため、

速やかに返信することが大切です。期日まで余裕が

あっても2～3日中に返信ハガキを投函してしまい

ましょう。 

 返信ハガキの宛名の「行」は丁寧な二重線で消し、

「様」に書き直してください。「出席」部分を丸で囲

み、「ご出席」の「ご」、「ご欠席」全体、「ご芳名」の

「ご芳」、「ご住所」の「ご」など、自分に対する敬語

も二重線で消します。コメント欄や十分な余白があ

れば、短くていいので何か一文を書き添えておくの

も、招待した側への配慮といえます。 

 参列する人は、故人を偲び供養を祈る気持ちを忘

れずに会場へ向かうことになりますが、欠席する人

も同様にその気持ちは忘れてはなりません。欠席の

意思表示をする場合には、施主・遺族の心情に配慮

し、故人を偲ぶことに変わりは無いことをお手紙等

で伝え、御香典を郵送することでご自分の想いを伝

えるのも大切なことです。 

【法事・法要の招待状が届いたら。返信はがきの書き方とマナー https://www.yoriso.com/sogi/article/houji-henshin/】 



 デリ風の「デリ」とは、もともと「デリカテッセン（Delicatessen）

＝洋風のお惣菜」のことをさします。最近は、調理済みの「洋風惣菜を

売るお店」という意味で使われることが多いようです。野菜だけのシン

プルなサラダではなく、卵・肉・乳製品・魚介などの具材が入っており、

デパ地下で売られているようなごちそうサラダ・彩り豊かなサラダのイ

メージです。見た目でも美味しさを演出してくれ、栄養価も高く、ダイ

エット中の人・健康志向の人にも喜ばれます。 

 ぜひ、様々なデリ風サラダにチャレンジしてみてくださいね。 

これで今夜のおかずはおまかせ！ 

「デリ風」の特徴  【参考】キッコーマンホームクッキング https://www.kikkoman.co.jp/homecook/ 



＜今月のヒント＞  広々としたワンルームを 

 マンションのリフォームなら、

壁を全部除いてワンルームにし

てしまうのはいかがでしょう？ 

普段はそのままワンルームとし

て広々した空間を楽しみ、来客時

は間仕切りを設けるなどして、隠

したい部分が見えないようにす

ればよいのです。 

 この間仕切りとは、区切りのよ

うなものです。固定式の間仕切り

なら、向こう側まで見えるオープ

ン棚や低めの家具などを。壁を作

らずに視線をさえぎるくらいの

家具で仕切ると、間仕切りがあっ

ても、空間を広々と感じさせ、光

も 入 り ま す 。 家 具 の 高 さ は

120cm くらいを目安にしま

しょう。その高さなら、奥のもの

を隠しながら、圧迫感を感じさせ

ません。 

 一方、可動式の間仕切りなら、

屏風タイプのカーテンや天井か

ら吊るす吊り戸などを。客が宿泊

する場合など、個室を作りたいと

きに重宝します。 

 

今月も、私たちの作ったニュースレターを 

ご覧いただきましてありがとうございました。 

来月も一生懸命作ります。お楽しみに！ 

役立つと思ったら人が「できない」とか、 

「汚い」とか言っても、率先してやりなさい。 

あなたが正しいと思ったらやりなさい。 

結果が出ないものはない。 

何か行動したら必ず結果が出ます。 

尾畠春夫さん 

「必死で學ぶを學んできたスパーおじさん」～ 

今月の心に残った一文 

 


